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１－１．これまでの主な取組み（概要）

（１）プロジェクトの獲得推進に向けた取組み

「今後の進め方」（H２５年４月第１回協議会） これまでの主な取組み

（２）政府間会合等の場を活用した本邦企業の
プレゼンス強化

（３）案件発掘・案件形成に向けた情報共有・
ネットワークの強化

・官民ミッションをはじめとする相手国政府への働きかけ

・相手国政府への働きかけによる適切な事業環境整備

・二国間の政府間協議の場を活用したセミナーや
ビジネス・マッチング

・空港運営案件発掘調査WGによる案件発掘の推進

・官民の幅広い関係者間で適切に情報共有

■官民ミッション（Ｈ29年度以降）
○ 第５回官民ﾐｯｼｮﾝ：ベトナム要人招聘・航空セミナー（H30.3）
○ 第６回官民ﾐｯｼｮﾝ：ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ要人招聘・航空セミナー（H31.3）

※上記の他、過去４回のミッションを実施（インドネシア、ベトナム、フィリピン（２回））

（参考） 政府間のトップセールスも多数実施
・総理大臣、国土交通大臣等による外国要人との会談時等

■海外要人等の空港視察(H29年度以降)
○ 海外要人等の空港視察対応
・インドネシア：国営企業省財務部門長による関西空港視察（H29.4）
・ラ オ ス ：公共事業運輸大臣による成田空港視察（H29.7）
・フ ラ ン ス：航空総局 国際協力部長による関西空港視察（H29.9）
・ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ：航空総局による中部空港視察（H30.8）
・ミ ャ ン マ ー：航空総局 空港基準・安全部長による

成田空港及び中部空港視察（H31.1）
・フ ィ リ ピ ン：下院運輸委会委員長による成田空港視察（H31.3）

政府間会合でのプレゼンス強化(H30年度)
・第９回日インドネシア交通次官級会合（H30.11）
・第７回日ミャンマー交通次官級会合（H30.12）
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■情報の共有等(H29年度以降)
○ 空港運営案件発掘調査WG
・第３回案件発掘WG【サウジアラビア】（H30.3）
・第４回案件発掘WG【ポーランド】（H31.3）

○ＦＡＳＴ ＴＲＡＶＥＬ ＷＧ
・第１回ＦＴＷＧ（H30.8）
・第２回FTWG（H30.12）



１－２．平成３０年度の主な取組み①

１．実施日 平成３１年３月２６日～２９日（４日間）

２．招聘者 民間航空観光省 ムハンマド・モカビール・ホサイン次官補 他

民間航空総局、ハズラット・シャージャラール国際空港、コックスバザール国際空港 から 合計６名

３．主な実施内容

（１）プロジェクトの獲得推進に向けた取組み

■航空局から堀内審議官等が出席するとともに、民間企業等からは約５０名が参加し、第１回日バングラデシュ航空セミナー
を開催。

■日本側からは、我が国の空港コンセッションに関する政策、我が国企業が強みを有する顔認証技術や航空管制に係る新
技術等についてプレゼンテーションを実施。

■バングラデシュ側からは、空港の現状や今後の空港整備計画についてプレゼンテーションを実施。
■塚田国土交通副大臣との会談をとおしたトップセールスの実施。

■成田空港及び関西空港の視察等をとおして、トップセールスやバングラデシュ代表団とのネットワークの強化を図り、官民
連携による案件獲得に向けた取組を推進。

《第６回官民ミッション（バングラデシュ政府要人招聘・航空セミナー）》 平成31年３月 於：東京、成田、大阪

3/26 成田国際空港(株)との会談及び視察 3/27 塚田副大臣表敬

3/27 日バングラデシュ航空セミナー 3/27 ビジネスマッチング

3/28 関西空港事務所表敬及び視察



■対象国：ポーランド共和国（中長期的視点で見た時の有力案件を発掘するという観点から選定）

■内 容：空港に関する開発・運営委託計画、ブラウン案件や日本との協力に係るニーズ等の調査

→航空局とＷＧ参加企業による調査団にて、首都ワルシャワと南部のクラクフで現地調査。政府要人や

空港会社関係者等と面会しヒアリングを実施。

■成 果：

１－２．平成３０年度の主な取組み②

（２）政府間協議等の場を活用した本邦企業のプレゼンス向上

《第９回日インドネシア交通次官級会合》 平成30年11月 於：インドネシア スラバヤ

■日側企業による空港運営事業への参画、インドネシア新空港計画への関心、日本の
空港における自然災害への対応状況等について議論。

■分野別会合においては、日側企業１０社（１６名）が参加。うち、２社からはプレゼンを実施。

（３）案件発掘・案件形成に向けた情報共有・ネットワークの強化

《第４回空港運営案件発掘調査ＷＧ》 平成31年３月 於：東京

① 現ワルシャワ・ショパン空港に代わる大規模な新空港の開発構想に関する情報を入手

② 民間資金を事業に活用するため、日本の金融・ファンド等による参画への期待

③ 世界的評価の高い日本の空港オペレータによる全体監理等での参画への期待

④ 顔認証技術等、日本の最新技術を活用した空港関係機材へのニーズ

※ 調査結果は、H31年3月に開催した「第４回ＷＧ」にて参加企業へプレゼンテーション形式で報告済

ワルシャワ市街 ワルシャワ・ショパン空港視察 ヒアリングの様子 空港関係者とＷＧ調査団 第４回ＷＧ(3/18) 情報共有

第９回日インドネシア次官級会合



Ｃ

目 的

アジア近隣諸国における旅客ターミナルの新規オープン等を見据え、FAST TRAVEL（One ID）の視点も踏まえた海外
の空港運営案件の獲得や、国内における取組とも連携し、顔認証技術など先進的技術を有する国内関係者の積極的な
海外展開を支援。

実施内容

１．実施日 平成３０年度においては２回開催（第１回：８月２８日 第２回：１２月１８日）

２．第２回WGにおいて、下記のとおり今後の国際展開に係る取組の進め方をとりまとめ

○国内におけるFAST TRAVELの推進に向けた取り組みから見えてくる課題を踏まえ、商社、設計、コンサルタント等の国際展
開に不可欠な企業を含めた関係者間の連携、情報共有の強化を推進

○チェックイン～搭乗ゲートまで全体をパッケージ化したフルスペックな機能から、出入国など一部のフェーズに絞った限定的な機能
まで、諸外国の法制度や相手国のニーズを踏まえた様々なスタイルに応じることが可能となる企業連合のあり方を検討

国際展開に向けた課題の整理・共有

○諸外国の空港関係者に対して先進技術の概要、導入のメリット・効果、成功事例等をプレゼン
○関連施設・システム等の運用状況、利用状況を見て貰い、体感して貰うことで導入効果をアピール

諸外国への先進技術の紹介

○人的ネットワークの構築・強化やビジネスマッチング等を目的として、様々な機会を捉え関係企業が相手国関係者と直接会話
できる場の提供

ビジネスマッチングの場の提供

○大臣や政務による出張、表敬の場等を活用し、トップセールスを積極的に実施
トップセールスでの働きかけ

上記の取り組みを進めるため、トップセールス、航空セミナー、空港視察、交通次官級会合等の場を活用した情報発信を強化する
とともに、官民連携ミッション、二国間における作業部会等の場を活用した企業参加型レセプションを積極的に開催する。

１－２．平成３０年度の主な取組み③

《ＦＡＳＴ ＴＲＡＶＥＬ ＷＧ》 平成30年８、12月 於：東京



プロジェクトの獲得・案件の発掘に関する成果

【インド】
＜空港＞
ドレラ新国際空港建設・運営事業
PPPFS実施済

【ミャンマー】
＜空港＞
マンダレー国際空港改修・運営事業
実施中
ハンタワディー新国際空港整備・運営
事業検討中
＜航空管制＞
ヤンゴン空港監視レーダーシステム等
整備計画

【フィリピン】
＜空港＞
新ボホール空港建設事業（STEP）工事中
（2018.11.28 供用開始）
新マニラ国際空港整備事業 情報収集調査実施済

【ベトナム】
＜空港＞
ロンタイン新国際空港建設・
運営事業
ベトナム側FS実施中

【パラオ】
＜空港＞
パラオ国際空港
整備・運営事業
実施中

【パプアニューギニア】
＜空港＞
ナザブ空港整備事業（STEP）入札中
トクア空港整備事業 情報収集調査実施済

【エジプト】
＜空港＞
ボルグ・エル・アラブ国際空港
拡張事業（STEP）入札中

【インドネシア】
＜空港＞
ロンボク国際空港拡張・運営事業
PPPFS実施済

【バングラデシュ】
＜空港＞
ハズラット・シャージャラール国際空港拡張
事業（第一期）入札中

【マラウイ】
＜航空管制＞
技術協力プロジェクト（カムズ国際空
港監視システム運用支援）実施中

【モンゴル】
＜空港＞
新ウランバートル国際空港建設事業（STEP）工事中
新ウランバートル国際空港運営事業 事業権契約交渉中
＜空港・航空管制＞
技術協力プロジェクト（人材育成・運営維持管理能力向上）実施中

【ロシア】
＜空港＞
ハバロフスク国際
空港新ターミナル
建設・運営共同事
業実施中

【ラオス】
＜空港＞
ワッタイ国際空港国際線
ターミナル運営事業実施中

【スリランカ】
＜空港＞
バンダラナイケ国際空港改善事業（STEP）
パッケージB入札中、パッケージA工事中

【ネパール】
＜航空管制＞
無償資金協力（主要空港航空安全設備整備計画）実施中
技術協力プロジェクト（航空管制の安全性向上）実施中

令和元年５月現在

＜凡例＞
成熟度高
（入札ｽｹｼﾞｭｰﾙ確定又は応札中他）
成熟度中
（日本企業受注に向け、書面を発出又は合意、他）
成熟度低
（売込中、基礎調査中等の案件初期段階）

【タイ】
＜空港＞
ウタパオ国際空港
拡張・運営事業入
札中

【カタール】
＜空港＞
ハマド国際空港拡
張事業 入札中

２．航空インフラ国際展開に関するこれまでの主な成果

我が国企業が参画している
空港運営事業案件

1999.6  ワッタイ国際空港国際線
ターミナル運営事業

2015.4  マンダレー国際空港運営事業

2019.4  パラオ国際空港運営事業


